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1.はじめに 

 近年、地球温暖化や都市のスプロール化が進展する中で、

都市のコンパクト化や都市内の渋滞緩和、さらには環境負

荷が低い交通手段への転換が求められている。このことか

ら、過度に自動車に依存しない持続可能な集約型都市を形

成する必要がある。特に地方都市では、過度に自動車に依

存した交通環境であるため、自動車を利用しない者にとっ

ては、不便で暮らしにくい環境である。よって、自動車と

その他の交通手段において均衡のとれた交通環境の創出が

必要である。 

現在、福井県大野市では機動性に優れ、環境に優しく、

さらに健康増進にもつながる自転車に着目し、その利用を

促進するため「大野市自転車を活用したまちづくり検討委

員会(以下、大野市検討委員会)」を平成24年4月に発足し

た(1)。これにより、自転車通行空間や自転車教育などの方

策について検討が行われ、今後の取り組みについて議論し

ている。また、大野市都市マスタープランには、「歩行者空

間と自転車空間の充実」や「中心市街地エリアやその周辺

では、高齢者などに優しい、徒歩や自転車で暮らせる安全・

安心なまちづくりを行う。」などと明記し 1)、第五次大野市

総合計画において「自転車走行空間の整備」や「低炭素社

会づくりの推進」を実施する 2)としている。さらに当該地

区は、平成30年に福井県で開催される福井国体で自転車競

技が行われる。このため、当該地区に県内外から多くの自

転車ファンや観光客が来訪すると期待されている。以上の

ことから、大野市では自転車で安全・安心かつ快適に市民

が通勤や通学、買い物などで市内を移動できる環境整備を

行うとともに、自転車によるまちなか観光を促すための環

境整備を行うことにより、自転車活用型のまちづくりを促

進させ過度に自動車に依存しない交通環境の創出を図ろう

としている。 

このような中で、大野市のような自動車に依存傾向のあ

る都市かつ積雪寒冷地である都市において、自転車活用型

のまちづくりを促進した際に市民や観光客は自動車依存か

ら脱却し、環境にやさしい交通手段へと転換を図ろうとす

るのか探る必要がある。 

そこで本研究では、福井県大野市における自転車利用の

現状、自転車に係る交通ルールの認識と自転車利用時の遵

守意識、今後の自転車環境整備に対する市民の要望などを

把握するため、大野市民を対象に自転車利用に関するアン

ケート調査を官学共同で実施した。この結果を踏まえ、今

後の大野市における自転車通行空間の整備や、交通安全教

育とりわけ自転車教育の実施などの自転車利用環境整備の

糸口を探るものである。よって、過度に自動車に依存しな

い交通環境創出に向けた基礎的な知見を得る。 

 

2．調査対象地域の概要 

大野市は福井県の東部に位置しており、自然特性として

は、周囲を白山の支脈1000ｍを超す山々に囲まれた盆地で

ある。また冬期には1mを超す積雪がある地区もあり、特別

豪雪地帯に指定されている 3）積雪地域である。交通特性と

しては、平成17年に実施された福井都市圏PT調査の結果

によると、自動車を利用する割合は平成元年に比べ 18.4%

増加した76.3％を占めた。また、5分以内の移動に自動車

を利用する割合が平成元年に比べ約20％増加している。こ

れらのことから、大野市民の主な移動手段が自動車であり、

自動車に依存している傾向にある。歴史的特性としては、

1576 年に金森長近が大野盆地を見渡せる亀山に城を構築

するとともに、その東麓に東西六条、南北六条の碁盤の目

の城下町を造り始めた。このようにして現在の大野市中心 
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市街地が形成され、現在も400年を超える歴史の昔日を彷

佛とさせる景観が残っている。このようなことから、越前

おおの観光戦略プランを策定し 4）、豊富な地域資源を越前

おおのブランドとして活用したまちなか観光を特に推進し

ている。 

 

3．既往研究と自転車を活用したまちづくりの先行事例 

3-1. 自転車利用環境整備に関する既往研究 

自転車利用環境整備に関する既往研究として、例えば屋

井 5)は自転車走行空間の現状や我が国と海外との自転車走

行空間の違いについて探り、今後の自転車政策とネットワ

ーク計画制度の在り方について示している。古倉 6)の研究

では、都市における自転車の位置づけを明確にし、海外の

事例を参考に自転車走行空間の必要性や自転車計画の在り

方について示している。金 7)による研究では、自転車利用

者の満足度を用いて自転車走行環境を評価し、自転車レー

ンのサービス水準を設定したことによる、その評価の可能

性について示している。元田ら 8)は、高齢自転車運転者に

着目し、アンケート調査を通して利用実態やその特性につ

いて明らかにしている。 

3-2. 我が国の自転車を活用したまちづくりの先行事例 

(1) 観光を目的とした自転車活用型まちづくり 

奈良県では、自転車による広域的な周遊観光を促す環境

づくりを推進し、県外からの泊まり客を含めて滞在型の観

光を促進するために、広域ネットワークの整備を進め、レ

ンタサイクルシステムの導入やサイクリングマップの作成

などを行い観光振興や地域活性化を図っている。さらに、

自転車通行空間で路面標示や標識を設置し、安全性、快適

性の向上を図り、観光での自転車活用方策を推進している。

これらにより、県民の健康増進や環境にやさしいまちづく

りの実現を目指している 9）。 

(2) 雪国式の自転車活用型まちづくり 

札幌市では歩道上の迷惑駐輪など自転車に関する現状の

課題を解決するため、平成23年5月には札幌市自転車総合

計画を策定した 10)。これにより、自転車通行空間の整備や

まちの魅力向上のための自転車活用、ルールやマナーの効

果的な周知と啓発などを推進するとしている。さらに雪国

であるという自然特性を考慮に入れた自転車の環境整備を

行うとした。平成24年10月に行った社会実験用の自転車

レーンを冬期には堆雪帯として活用し、冬期以外は自転車

レーンとして利用するとした。このようにして、安全な自

転車利用環境の実現による魅力的なまちづくりを目指して

いる。 

 

4．調査の概要 

調査は福井県大野市に在住している中学生以上（13歳以

上）の市民を対象に大野市検討委員会、大野市建設部建設

課の協力を得て官学共同で自転車利用に関するアンケート

調査を実施した。調査時期と方法については、各地区の居

住人口に比例した票数を抽出し、住民基本台帳から無作為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に選出した300世帯（1078票）に対して平成24年6月11

日（月）に郵送配布した。調査票の回収期限は平成24年6

月 30 日(土)とし、回収についても郵送とした。回収数は

351票であり、そのうち有効回収数は 320票であった。ア

ンケート調査票の内容については、個人属性、自転車の利

用状況、自転車に係る交通ルールの認識と自転車利用時の

遵守意識、今後の自転車環境整備に対する要望などである。

回答者の属性については、表‐1に示す通りである。 

 

5．自転車利用の現状把握と自転車利用の環境創出に向けて 

5-1.自転車利用とその特性 

年代別にみた家庭内で利用できる自転車の保有状況を図

‐1に示し、図‐2には年代別にみた自転車利用頻度につい

て示す。「自分の自転車がある」割合は全体で 37.6％であ

り、10代では83.3%と他の年代に比べ最も高い割合である。

次に 60歳以上の 34.8％が続いている。また「家に利用す

る自転車がない」項目に着目すると、20代-30代で 20.7%

と最も高い割合を占めた。自転車の利用頻度に着目すると、

10代による週1日以上の自転車利用をしている割合は77.8 

％であり、他の年代に比べ高いことが分かる。この割合は

20代‐30代では10代に比べ約60％減少するが、それ以降
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49.0%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代-30代

40代-50代

60歳以上

全体

自分の自転車がある 家族と共同利用 家に利用する自転車がない

10代 20代‐30代 40代‐50代 60歳以上 計
男性 33 28 37 63 161 (51.6%)
女性 20 27 49 55 151 (48.4%)
計 53 (17.0%) 55 (17.6%) 86 (27.6%) 118 (37.8%) 312 (100%)

表‐1 回答者の属性 

図‐1 年代別にみた自転車の保有状況 

図‐2 年代別にみた自転車の利用頻度 
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年代を重ねるごとに増加している。これは、図‐2 に示し

た自転車の保有状況の「自分の自転車がある」項目の割合

に比例しており、「自分の自転車がある」割合が高くなるほ

ど自転車を週1日以上利用する傾向にある。よって、10代

では自転車が主な交通手段となっている一方、20代-30代、

40代-50代では、自動車に依存している傾向にある。さら

に10代に続き60歳以上の割合が高い一因として、既往研

究 11）で高齢運転者に自覚する心身の衰えについて、殆どの

者が何らかの衰えを感じていると報告されているため、健

康維持や増進などの理由から自動車利用を控え自転車を利

用していると考える。また、10代以外における月数日以下

の自転車利用が50％以上を占めていることから、市民は自

転車を利用しない傾向にあることが分かる。この一因とし

ては、1世帯当たり 1.8台の自動車を保有しており 12)、自

動車が市民の主な移動手段になっているためである。一方、

大野市は盆地であり平坦な道路が多く自転車利用に適して

いる地形である。 

 自転車利用の目的について図‐3 に示す。買い物・娯楽

が48.8％であり他の目的に比べ高いことが分かる。続いて

通勤・通学が27.6％、健康のためが24.4％と続いている。

その他の項目の回答としては、ゴミ出しや町内の会合など

近所の用事といった回答が多くみられた。次に自転車での

移動時間を図‐4に示す。20分以内の移動が83.5％占めて

いる。これは国土交通省が示している 13)自転車の速度であ

る時速15㎞を用いると、5㎞圏内の移動である。特に6分

‐10分の移動の割合が高い。これらのことから、大野市民

の自転車利用距離においても国土交通省やＥＵ、オースト

ラリア政府が自転車の利用が時間的に他の交通手段に比べ

有利であるとしている概ね5㎞の範囲 14)で利用されている

ことが分かった。 

5-2.雨天時と冬期の自転車利用について 

雨天時と冬期の自転車利用の状況を図‐5 に示すと、雨

天時に利用しない割合は 74.5%であり、雪の日に利用しな

い割合は 82.6%である。また、季節に関係なく自転車を利

用する割合は5.3%であり、天候に関係なく利用する割合は

3.8％であった。以上のことから、雨天時と冬期、特に降雪

時には自転車を利用しないことが分かる。雨天時の場合は、

降雪時や強風時同様、快適に自転車を利用することが出来

なく、雨合羽の着用など様々な制約を伴うからだと考える。

さらに、雪の日の利用については、当該地区が特別豪雪地

帯に指定されている積雪地域であるため、写真‐1 に示す

ように冬期の自転車通行環境は積雪や路面の凍結など

により悪化し、自転車利用が非常に困難であるからだと考

える。 

5-3. 自転車に関連する事故やヒヤリ・ハットの経験 

自転車に関連する事故の経験とヒヤリ・ハットの経験に

ついて表‐2 に示す。自転車に関連するヒヤリ・ハットの

経験が有ると回答した割合は55.2％であり、事故の経験が

有る（25.3％）の 2 倍以上であることが分かった。事故の

経験とヒヤリ・ハットの経験で最も高かった割合は、「自動 
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図‐5 雨天時と冬期の自転車利用 
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図‐4 自転車での移動時間 
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写真‐1 冬期の自転車通行空間の状況 
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車運転時に自転車と」の項目であった。また「歩行時に自

転車と」の事故やヒヤリ・ハットの経験をする割合がそれ

ぞれ26.8％、20.9％であるのに対し、自転車利用時に事故

やヒヤリ・ハットを経験する割合は、自動車との項目を除

き歩行時に比べ低い割合であった。  

次に市街地において市民が危険であると感じる箇所につ

いて図‐6 に示す。これをみると、大野市民は特に主要幹

線道路を危険であると挙げている。一方、写真‐2 に示す

ような自転車専用通行帯が整備されている一部区間につい

ても危険な道路であるとしている。また大小問わない多く

の交差点において危険であると感じている。特に道路幅員

の狭い区画道路相互の交差点が多い。以上のことから、こ

れらの個所で事故やヒヤリ・ハットの経験をしていると判

断できるため、今後は特に交差点部の改良を優先させ、自

転車通行環境整備に努める必要がある。 

5-4. 自転車利用者の交通ルールの認識と遵守意識 

自転車通行に係る交通ルールの認識と遵守意識について

図‐7 に示す(2)。全体的に交通ルールを認識している傾向

にあるにも拘らず、遵守意識の割合(3)は認識している割合

に比べ低いいことが分かる。特に並進について認識してい

る割合は91.7%であるが、遵守意識の割合は78.4%であり認

識と遵守意識の差が最も大きい。また歩道上での通行位置

と自転車通行時のイヤホンの使用について認識している割

合は、他の項目が90%以上の割合を占めているにも拘らず、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 無 有 無
71 (25.3%) 210 (74.7%) 153 (55.2%) 124 (44.8%)

自動車運転時に自転車と
自転車利用時に自動車と

歩行時に自転車と
自転車利用時に自転車と
自転車利用時に歩行者と

19 (26.8%)
11 (15.5%)

ｎ値

有無

10 (14.1%)

92 (60.1%)
41 (26.8%)
32 (20.9%)
20 (13.1%)

22 (14.4%)

ヒヤリ・ハット経験事故経験

281 277

内
訳

29 (40.8%)
21 (29.6%)

表‐2 自転車に関連する事故の経験とヒヤリ・ハットの経験 

図‐6 市街地内で市民が危険であると感じている箇所 

写真‐2 自転車専用通行帯設置区間の一部区間 

二人乗り 

夜間通行時のライト点灯 

通行時の携帯電話の使用と傘差し 

信号の遵守と 

一時停止標識による一時停止 

並進 

自転車の法的な位置づけと 

車道通行時の通行位置 

通行時のイヤホンやヘッドホンの使用 

歩道通行時の通行位置 

(n=206) 

(n=206) 

(n=209) 

(n=207) 

(n=204) 

(n=205) 

(n=204) 

注）認識：n値＝217 

(n=206) 

図‐7 自転車通行に係る交通ルールの認識と遵守意識 

○ １人が危険と回答した個所  

◎ ２人が危険と回答した個所 
◎ ３人以上が危険と回答した個所 

－ 道路が危険と回答した個所 

自転車専用通行帯設置区間 

の一部区間 

JR越前大野駅 

N 

大野市役所 

越前大野城 
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80%台に留まった。特に歩道上での通行位置について認識し

ている割合と実際に遵守している割合が低い。歩道通行時

の通行位置については、道路交通法 15)で歩道の中央より車 

道側を通行することとされているが、車道側を左側通行す

るのか右側通行をするのかは明記されていないため、自転

車利用者によって通行位置が異なる。そのため、歩道上で

の通行位置について自転車利用者は混乱しているのではな

いかと考える。 

 さらに表‐3 には、自転車に係る交通ルールの認識と遵

守意識に関する年代の差について示す。これは、図‐7 に

示した項目について年代による差があるかどうか、有意差

検定で検定を行ったものである。認識については、ほとん

どの項目で有意差が確認できなかったが、遵守意識につい

ては、並進の項目を含む半数の項目で有意差が確認できた。

このことから、大野市民よる自転車に係る交通ルールの認

識は、年代により違いがみられないが、実際の自転車行動

で遵守する意識については、年代によって違いがあること

が分かった。 

5-5. 今後の自転車利用環境整備に関する市民の要望 

今後の自転車利用環境整備に関する大野市民の要望を図

‐8に示す。「自動車や歩行者から分離された自転車が走る

専用の場所を設置する」の割合が 49.5％示した。しかし、

車線を減らし自転車通行空間を整備する割合は、9.9％に留

まり、「車道と分離し自転車が通行できる歩道を広げる」の

割合が 53.1％を占めた。また、「自転車が通行する場所を

カラー舗装するなど分かりやすくする」割合が 56.0%であ

った。自転車のルールやマナーに関する広報や教育の実施

する割合はそれぞれ42.1％、40.3％であった。以上のこと

から、市民の要望としては、車道（車線）を減らすことな

く、歩道を拡幅し、自動車や歩行者から分離された自転車

通行帯を設置し、その中でカラー舗装をするなど通行位置

を視覚的に分離する整備を求めている。またこれらの整備

に併せて、自転車の通行ルールやマナーに関する広報や交

通安全教育の実施を望んでいることが分かった。 

 

6．おわりに 

過度に自動車に依存する交通環境からの脱却に向け、今

後より一層、自転車を活用したまちづくりを促進すること

により自動車、自転車、公共交通機関といった交通環境の

均衡を図ろうとしている福井県大野市で市民の自転車利用

の現状と今後の自転車利用環境整備の糸口を探り、過度に

自動車に依存しない交通環境創出に向けた基礎的な知見を

得るため、自転車利用に関するアンケート調査を行った結

果、次に記す知見を得ることが出来た。 

① 家庭内における自転車の保有状況は、家族と共同利用を

含めると86.6％の市民が自転車を保有しており、10代で

は100％の市民が自転車を保有している。 

② 週1日以上の自転車を利用する割合は、全体で41.8％で

ある。また年代別にみると、10 歳代の利用が最も高く、

20歳代-30歳代の利用が最も低い。よって、特に20歳代  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-30 歳代は特に自動車に依存している傾向にある。一方、

大野市の地形は自転車利用に適している盆地である。 

③ 自転車利用の目的は、買い物や娯楽、通勤や通学などで

あり、幅広い目的に利用されている。また自転車での移

動時間は 20 分以内の移動の割合が 83.5％であり、概ね

5km以内の移動距離であることが分かった。 

④ 天候に関係なく自転車を利用する割合および季節に関

係なく自転車を利用する割合は、現状としてそれぞれ

3.8％、5.3％であった。 

⑤ 自転車に関連する事故経験有の割合は25.3％であり、ヒ

ヤリ・ハットの経験有の割合は 55.2％であった。いずれ

も自動車運転時に自転車との経験有の割合が最も高いこ

とが分かった。さらに、ヒヤリ・ハットの経験箇所は、

自転車専用通行帯整備区間の一部や狭い区画道路相互の

交差点であることが分かった。 

⑥ 自転車に係る交通ルールの認識と遵守意識については、

全ての項目で認識の割合に比べ遵守意識の割合が低い。

特に並進については認識の割合と遵守意識の割合の差が

最も大きい。また、認識における年代別による差はほと 

49.5%

53.1%

9.9%

56.0%

26.0%

23.8%

8.4%

42.1%

40.3%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車や歩行者から分離された

自転車が走る専用の場所を設置する

車道と分離し、自転車が

通行できる歩道を広げる

必要に応じて車線を減らすなど

道路の中身を変える

自転車が通行する場所を

カラー舗装するなど分かりやすくする

自転車が通行しやすいよう

ブロック舗装をアスファルト舗装にする

駐輪場を整備する

レンタルサイクルなどの整備をする

自転車のルール・マナー

に関する広報をする

学校などで自転車

安全教育を実施する

その他

図‐8 今後の自転車利用環境整備に関する市民の要望 

認識 遵守意識

二人乗り ― ―

夜間通行時のライト点灯 ― ―

通行時の携帯電話の操作
や傘差し運転

― ―

信号の遵守と
一時停止標識による一時停止

※ ※※

並進 ― ※※※

自転車の法的な位置づけと
車道通行時の通行位置

― ―

通行時のイヤホンや
ヘッドフォンの使用

― ※※

歩道通行時の通行位置 ― ※※

自転車に係る交通ルールの主な項目
年代による差

表‐3 交通ルールの認識と遵守意識に関する年代による差 

（※※※：1％有意、※※：5％有意、※：7％有意、―：有意差無） 
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んどみられなかったが、遵守意識では年代別による差が

4項目にみられた。 

⑦ 今後の自転車利用環境整備に関して、市民は自転車通行

空間の整備のみに留まらず、自転車に係る交通ルールや

マナーの広報や教育の実施を望んでいる 

これらのアンケート調査結果および大野市検討委員会で

の議論の結果、大野市検討委員会によって図‐9に示す「大

野市における自転車を活用したまちづくり計画」を策定し

た。例えば、アンケート調査の結果から市民が危険である

と感じている単路部や交差点部が明らかとなったことから、

それらの個所を安全に通行できるよう重点的に整備を行う

ことや、車道を通行する自転車利用者に対する配慮意識の

向上を図るため、自動車、バイク利用者を対象とした自転

車教育の実施、市民は自動車に依存している傾向にあるた

め、自転車と公共交通機関との連携の促進や、就学前児童、

小学生、中学生、高校生を対象として、将来的にも自転車

を利用するよう促す交通安全教育とりわけ自転車教育の実

施に努め、自動車に依存しない均衡のとれた交通環境の創

出を行う。さらには、平成30年に開催される福井国体にお

いて大野市では自転車競技が開催されることから、自転車

を活用したレクレーションの推進やスポーツ参加の拡大を

図るとともに、大野市ではまちなかの歴史特性や自然特性

を活かした「まちなか観光」を推進していることから、例

えば奈良県が実施している取り組みなどを参考に、自転車

による広域的な周遊観光を促す環境づくりを推進すること

に努める必要がある。今後はこれらの基本方針に従って速

やかにハード施策およびソフト施策を実施し、自転車の利

用を大野市民に促がしていく必要がある。さらに、大野市

は特別豪雪地帯に指定されている程の積雪地域であるため、

例えば北海道札幌市が実施している取り組みを参考に、雪

国式の自転車利用環境整備が望まれる。また、非積雪期以

外において自転車交通量が多い個所では、積雪期に道路の

除雪や凍結防止、公共交通機関との連携強化に努めるなど、

積雪期においても市民が自転車や公共交通機関を利用した

いと思えるような施策を行うことが重要である。このよう

にして、平成30年に開催される福井国体を契機に自動車依

存の交通環境から自転車や公共交通機関と均衡のとれた交

通環境の創出を図るとともに、歩行者、自転車、自動車の

3 者が安全・安心かつ快適に市内を移動できるよう、自転

車を活用した魅力的なまちづくりの形成が必要である。 
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【補注】 

(1) 筆者はアドバイザーとして企画・運営に携わり、計画策定に関与した。 

(2) 自転車を全く利用しないと回答した者と無回答者を除いて集計を行っ

た結果である。 

(3) 遵守意識についての質問項目では、いつも守っている、だいたい守って

いる、あまり守っていない、ほとんど守っていないといった 4 段階で質

問を行ったため、遵守意識の割合はいつも守っているとだいたい守って

いると回答した者を併せた割合である。 
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